
(57)【要約】

【課題】複数の結紮リングを保持して複数箇所の静脈瘤

に対して迅速に結紮治療が行なえ、しかも、結紮リング

を確実に一つずつ内筒部の先端から脱離させることがで

きる結紮治療具を提供する。

【解決手段】内筒部２と外筒部３とにより形成されたシ

リンダ部９に複数の結紮リングＢを配列保持させる。シ

リンダ部９に、各結紮リングＢを押し出すピストン部材

１０を設ける。シリンダ部９内にエアを圧送するエア圧

送手段Ｃを設ける。内筒部２の先端に最前部の結紮リン

グＢが保持される環状溝６を設ける。環状溝６の底部に

エア排出口１７を設ける。エア排出口１７は、環状溝６

から結紮リングＢが脱離したとき、シリンダ部９内のエ

アを排出して、ピストン部材１０を停止させる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 静 脈 瘤 の 結 紮 治 療 を 行 な う 結 紮 治 療 具 に お い て 、
内 視 鏡 の 先 端 に 連 結 さ れ る 円 筒 状 の 内 筒 部 と 、
該 内 筒 部 の 外 周 に 弾 発 的 に 拡 径 さ れ て 配 列 保 持 さ れ 、 該 内 筒 部 に 案 内 さ れ て 該 内 筒 部 の 先
端 に 向 っ て 移 動 自 在 の 複 数 の 結 紮 リ ン グ と 、
該 結 紮 リ ン グ を 介 し て 前 記 円 筒 部 を 包 囲 し 、 該 内 筒 部 と の 間 の 空 間 に よ り シ リ ン ダ 部 を 形
成 す る 外 筒 部 と 、
該 シ リ ン ダ 部 内 に 設 け ら れ 、 最 後 部 の 結 紮 リ ン グ に 当 接 し て 各 結 紮 リ ン グ を 前 記 内 筒 部 の
先 端 に 向 っ て 押 し 出 し 自 在 の 環 状 の ピ ス ト ン 部 材 と 、
該 ピ ス ト ン 部 材 の 後 部 側 の 前 記 シ リ ン ダ 部 内 に 、 該 ピ ス ト ン 部 材 を 前 進 駆 動 す る エ ア を 導
入 す る 第 １ エ ア 流 路 と 、
該 第 １ エ ア 流 路 を 介 し て 前 記 シ リ ン ダ 部 内 に 所 定 量 の エ ア を 圧 送 す る エ ア 圧 送 手 段 と 、
前 記 内 筒 部 の 先 端 外 周 に 形 成 さ れ 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ が 脱 離 自 在 に 嵌 合 保 持 さ れ る 環 状
溝 と 、
前 記 第 １ エ ア 流 路 か ら 分 岐 し て 前 記 内 筒 部 に 沿 っ て 延 設 さ れ た 第 ２ エ ア 流 路 と 、
該 第 ２ エ ア 流 路 に 連 通 し て 前 記 環 状 溝 の 底 部 に 開 口 形 成 さ れ た エ ア 排 出 口 と を 備 え て 成 り
、
該 エ ア 排 出 口 は 、 前 記 環 状 溝 に 嵌 合 さ れ た 結 紮 リ ン グ に よ っ て 閉 塞 さ れ 、 該 結 紮 リ ン グ が
前 記 ピ ス ト ン 部 材 の 押 圧 力 に よ り 該 環 状 溝 か ら 脱 離 し た と き 開 放 さ れ 、 該 エ ア 排 出 口 の 開
放 に よ り 前 記 エ ア 圧 送 手 段 か ら 前 記 シ リ ン ダ 部 へ 圧 送 さ れ る エ ア を 排 出 し て ピ ス ト ン 部 材
を 停 止 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 結 紮 治 療 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 先 端 部 に 連 結 し て 静 脈 瘤 の 結 紮 治 療 を 行 な う 結 紮 治 療 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 内 視 鏡 に よ る 食 道 静 脈 瘤 等 の 結 紮 治 療 を 行 な う と き 、 内 視 鏡 を 患 者 の 体 腔 内 か ら 出
し 入 れ す る こ と な く 、 複 数 箇 所 へ の 結 紮 治 療 を 行 な う た め に 、 例 え ば 、 特 開 平 １ １ － １ ６
９ ３ ３ ５ 号 公 報 に 見 ら れ る よ う な 結 紮 治 療 具 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
該 結 紮 治 療 具 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 Ａ に 連 結 さ れ た 筒 状 の 内 筒 部 ３ ０ に 弾 発 的 に
拡 径 さ れ た 複 数 の 結 紮 リ ン グ Ｂ が 装 着 さ れ て い る 。 該 内 筒 部 ３ ０ の 外 側 に は 外 筒 部 ３ １ が
設 け ら れ 、 内 筒 部 ３ ０ と 外 筒 部 ３ １ と の 間 の 空 間 に シ リ ン ダ 部 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 該
シ リ ン ダ 部 ３ ２ に は 、 内 筒 部 ３ ０ の 外 壁 に 沿 っ て 進 退 自 在 の 環 状 の ピ ス ト ン 部 材 ３ ３ が 設
け ら れ て い る 。 該 シ リ ン ダ 部 ３ ２ に は 、 チ ュ ー ブ ３ ４ が 接 続 さ れ 、 該 チ ュ ー ブ ３ ４ を 介 し
て シ リ ン ダ 部 ３ ３ 内 に 流 体 が 導 入 さ れ る 。 該 チ ュ ー ブ ３ ４ の 基 端 部 に は 流 体 圧 送 手 段 と し
て 例 え ば シ リ ン ジ が 接 続 さ れ る 。 ピ ス ト ン 部 材 ３ ３ の 先 端 は 最 後 部 に 位 置 す る 結 紮 リ ン グ
Ｂ に 当 接 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 結 紮 治 療 を 行 な う と き に は 、 先 ず 、 内 筒 部 ３ ０ の 内 側 に 静 脈 瘤 を 吸 引 し 、 次 い で
、 シ リ ン ダ 部 ３ ２ 内 へ 流 体 を 導 入 し て ピ ス ト ン 部 材 ３ ３ を 前 進 さ せ る 。 こ れ に 伴 っ て ピ ス
ト ン 部 材 ３ ３ が 各 結 紮 リ ン グ Ｂ を 押 し 送 り し 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ Ｂ が 内 筒 部 ３ ０ の 先 端
か ら 脱 離 し て 静 脈 瘤 を 結 紮 す る 。 続 い て 他 の 静 脈 瘤 の 結 紮 治 療 を 行 な う と き に は 、 他 の 静
脈 瘤 を 内 筒 部 ３ ０ の 内 側 に 吸 引 し て 上 記 の 手 順 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ に よ り 、 複 数 の 静 脈 瘤 を 結 紮 す る と き に 、 内 視 鏡 を 患 者 の 体 腔 内 か ら 出 し 入 れ す る こ
と な く 、 ま た 短 時 間 に 行 な う こ と が で き る の で 、 患 者 の 苦 痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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し か し 、 上 記 し た 従 来 の 結 紮 治 療 具 に よ る と 、 シ リ ン ジ 操 作 に お け る 流 体 の 圧 送 加 減 に よ
っ て は 、 一 つ の 静 脈 瘤 に 対 し て 複 数 の 結 紮 リ ン グ Ｂ が 一 度 に 内 筒 部 ３ ０ の 先 端 か ら 脱 離 す
る お そ れ が あ り 、 各 結 紮 リ ン グ Ｂ を 一 つ ず つ 内 筒 部 ３ ０ の 先 端 か ら 脱 離 さ せ る た め に は 施
術 者 の 熟 練 を 要 す る 不 都 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
か か る 不 都 合 を 解 消 し て 本 発 明 は 、 複 数 の 結 紮 リ ン グ を 保 持 し て 複 数 箇 所 の 静 脈 瘤 に 対 し
て 迅 速 に 結 紮 治 療 が 行 な え 、 し か も 、 結 紮 リ ン グ を 確 実 に 一 つ ず つ 内 筒 部 の 先 端 か ら 脱 離
さ せ る こ と が で き る 結 紮 治 療 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
か か る 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 結 紮 治 療 具 は 、 内 視 鏡 の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 静 脈 瘤
の 結 紮 治 療 を 行 な う も の で あ り 、 内 視 鏡 の 先 端 に 連 結 さ れ る 円 筒 状 の 内 筒 部 と 、 該 内 筒 部
の 外 周 に 配 列 保 持 さ れ た 複 数 の 結 紮 リ ン グ と 、 該 結 紮 リ ン グ を 介 し て 前 記 円 筒 部 を 包 囲 し
、 該 内 筒 部 と の 間 の 空 間 に よ り シ リ ン ダ 部 を 形 成 す る 外 筒 部 と を 備 え て い る 。 各 結 紮 リ ン
グ は 弾 発 的 に 拡 径 さ れ て 内 筒 部 に 保 持 さ れ 、 該 内 筒 部 に 案 内 さ れ て 該 内 筒 部 の 先 端 に 向 っ
て 移 動 自 在 と さ れ て い る 。 前 記 シ リ ン ダ 部 内 に は 、 環 状 の ピ ス ト ン 部 材 が 設 け ら れ 、 該 ピ
ス ト ン 部 材 は 、 最 後 部 の 結 紮 リ ン グ に 当 接 し て 各 結 紮 リ ン グ を 前 記 内 筒 部 の 先 端 に 向 っ て
押 し 出 し 自 在 と さ れ て い る 。 ま た 、 該 ピ ス ト ン 部 材 の 後 部 側 の 前 記 シ リ ン ダ 部 内 に エ ア を
導 入 す る 第 １ エ ア 流 路 が 設 け ら れ て お り 、 該 第 １ エ ア 流 路 に は 前 記 シ リ ン ダ 部 内 に エ ア を
圧 送 す る エ ア 圧 送 手 段 が 接 続 さ れ る 。 該 エ ア 圧 送 手 段 に よ り 第 １ エ ア 流 路 を 介 し て シ リ ン
ダ 部 内 に エ ア が 圧 送 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 ピ ス ト ン 部 材 が 前 進 駆 動 さ れ 、 各 結 紮 リ ン グ
を 前 記 内 筒 部 の 先 端 に 向 っ て 押 し 出 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
更 に 、 前 記 内 筒 部 の 先 端 外 周 に は 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ が 脱 離 自 在 に 嵌 合 保 持 さ れ る 環 状
溝 が 形 成 さ れ て い る 。 該 環 状 溝 の 底 部 に は 、 エ ア 排 出 口 が 開 口 形 成 さ れ て い る 。 該 エ ア 排
出 口 は 、 前 記 第 １ エ ア 流 路 か ら 分 岐 し て 前 記 内 筒 部 に 沿 っ て 延 設 さ れ た 第 ２ エ ア 流 路 に 連
通 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ っ て 静 脈 瘤 等 の 結 紮 治 療 を 行 な う と き 、 先 ず 、 前 記 内 筒 部 の 先 端 内 部 に 静 脈 瘤
を 吸 引 す る 。 次 い で 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ が 環 状 溝 に 嵌 合 さ れ エ ア 排 出 口 が 閉 塞 さ れ た 状
態 で 、 前 記 エ ア 圧 送 手 段 か ら 第 １ エ ア 流 路 を 介 し て シ リ ン ダ 部 内 に 所 定 量 の エ ア を 圧 送 す
る 。 そ し て こ の と き の エ ア 圧 に よ っ て ピ ス ト ン 部 材 が 前 進 す る 。 ピ ス ト ン 部 材 は そ の 前 進
に よ り 最 後 部 の 結 紮 リ ン グ を 押 し 送 り し 、 そ れ に 追 従 さ せ て 各 結 紮 リ ン グ を 前 進 さ せ る 。
こ れ に よ り 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ に 隣 接 す る 後 続 の 結 紮 リ ン グ が 、 環 状 溝 に 嵌 合 す る 方 向
に 移 動 し な が ら 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ を 環 状 溝 か ら 押 し 出 す 。 環 状 溝 は 内 筒 部 の 先 端 に 設 け
ら れ て い る の で 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ は 環 状 溝 か ら 脱 離 し た と こ ろ で 内 筒 部 の 先 端 か ら 外
れ 、 弾 発 的 に 縮 径 す る 。 こ れ に よ り 前 記 内 筒 部 の 先 端 内 部 に 吸 引 さ れ た 静 脈 瘤 の 根 元 が 結
紮 さ れ る 。 次 い で 、 内 筒 部 の 先 端 か ら 外 れ た 結 紮 リ ン グ に 後 続 す る 結 紮 リ ン グ は 、 先 行 の
結 紮 リ ン グ が 環 状 溝 か ら 脱 離 し た こ と に よ り 弾 発 的 に 縮 径 し て 環 状 溝 に 嵌 合 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ が 環 状 溝 か ら 脱 離 す る と き 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ に 後 続 す る
結 紮 リ ン グ が 環 状 溝 に 嵌 合 す る ま で の 間 、 エ ア 排 出 口 が 開 放 さ れ る 。 該 エ ア 排 出 口 の 開 放
に よ り 、 エ ア 圧 送 手 段 か ら 第 １ エ ア 流 路 を 介 し て シ リ ン ダ 部 内 に 圧 送 さ れ て い た エ ア は 第
２ エ ア 流 路 を 介 し て エ ア 排 出 口 か ら 排 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 エ ア 圧 送 手 段 か ら の 所 定 量
の エ ア が 抜 け き り 、 ピ ス ト ン 部 材 の 前 進 が 停 止 す る 。 一 方 、 後 続 の 結 紮 リ ン グ は 弾 発 的 に
環 状 溝 に 嵌 合 し て エ ア 排 出 口 を 閉 塞 し 、 次 回 に エ ア 圧 送 手 段 か ら の 所 定 量 の エ ア が 圧 送 さ
れ て ピ ス ト ン 部 材 が 前 進 す る ま で 、 嵌 合 状 態 が 維 持 さ れ る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば
、 エ ア 圧 送 手 段 か ら 所 定 量 の エ ア を 圧 送 す る だ け で 、 結 紮 リ ン グ を 確 実 に 一 つ ず つ 内 筒 部
の 先 端 か ら 脱 離 さ せ る こ と が で き る 。 更 に 続 け て 他 の 静 脈 瘤 の 結 紮 治 療 を 行 な う と き に は
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、 上 記 の 操 作 を 繰 り 返 し て 、 内 視 鏡 を 患 者 の 体 腔 内 か ら 出 し 入 れ す る こ と な く 結 紮 治 療 を
続 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 形 態 の 結 紮 治 療 具 を 示 す 説
明 的 断 面 図 、 図 ２ は 本 実 施 形 態 の 結 紮 治 療 具 の 作 動 を 示 す 説 明 図 、 図 ３ は 他 の 実 施 形 態 の
結 紮 治 療 具 の 要 部 を 示 す 説 明 的 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 形 態 の 結 紮 治 療 具 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 Ａ の 先 端 部 に 連 結 さ れ 、 食 道 や
胃 等 の 体 腔 内 に お い て 静 脈 瘤 の 結 紮 治 療 を 行 な う も の で あ る 。 先 ず 、 該 結 紮 治 療 具 １ の 構
成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
該 結 紮 治 療 具 １ は 、 内 筒 部 ２ と 、 該 内 筒 部 ２ の 外 側 に 設 け ら れ た 外 筒 部 ３ と を 備 え て い る
。 内 筒 部 ２ の 後 端 部 に は 、 内 視 鏡 Ａ の 先 端 を 挿 着 す る 挿 着 部 ４ が 形 成 さ れ て お り 、 該 挿 着
部 ４ に 挿 着 さ れ た 内 視 鏡 Ａ を 強 固 に 連 結 す る 筒 状 の 連 結 部 材 ５ が 設 け ら れ て い る 。 該 内 筒
部 ２ の 周 壁 に は 、 複 数 の 結 紮 リ ン グ Ｂ が 装 着 さ れ て い る 。 こ れ ら の 結 紮 リ ン グ Ｂ は 弾 発 的
に 拡 径 さ れ 、 縮 径 す る 復 元 力 を 有 し た 状 態 で 内 筒 部 ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 列 保 持 さ れ て
い る 。 ま た 、 該 内 筒 部 ２ の 先 端 部 の 外 周 に は 、 環 状 溝 ６ が 形 成 さ れ て い る 。 該 環 状 溝 ６ は
、 最 前 部 に 位 置 す る 結 紮 リ ン グ Ｂ １ が 脱 離 自 在 に 嵌 合 さ れ る 深 さ に 形 成 さ れ て い る 。 更 に
、 該 環 状 溝 ６ の 後 側 縁 に は 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ Ｂ １ に 隣 接 す る 後 続 の 結 紮 リ ン グ Ｂ ２ を
該 環 状 溝 ６ 内 に 案 内 す る 案 内 傾 斜 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 該 内 筒 部 ２ の 先 端 縁 に は 、 次 第 に
縮 径 す る テ ー パ 部 ８ が 形 成 さ れ て お り 、 結 紮 リ ン グ Ｂ １ が 環 状 溝 ６ か ら 脱 離 し た と き 、 該
結 紮 リ ン グ Ｂ １ は 弾 発 的 な 自 己 縮 径 に よ り テ ー パ 部 ８ に 沿 っ て 移 動 し て 内 筒 部 ２ か ら 脱 離
す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 外 筒 部 ３ は 、 内 筒 部 ２ か ら 所 定 の 間 隙 （ 各 結 紮 リ ン グ Ｂ が 移 動 自 在 と な る 寸 法 に 設 定
さ れ て い る ） を 存 し て 該 内 筒 部 ２ を 包 囲 し て お り 、 内 筒 部 ２ と の 間 に シ リ ン ダ 部 ９ を 形 成
し て い る 。 該 シ リ ン ダ 部 ９ の 内 部 に は 環 状 の ピ ス ト ン 部 材 １ ０ が 設 け ら れ 、 該 ピ ス ト ン 部
材 １ ０ は 最 後 部 の 結 紮 リ ン グ Ｂ ３ に 当 接 し て い る 。 即 ち 、 各 結 紮 リ ン グ Ｂ は 、 ピ ス ト ン 部
材 １ ０ と 共 に シ リ ン ダ 部 ９ の 内 部 に 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
該 シ リ ン ダ 部 ９ の 後 端 部 に は 、 ピ ス ト ン 部 材 １ ０ を 駆 動 さ せ る エ ア を 導 入 す る エ ア 導 入 口
１ １ が 設 け ら れ て い る 。 該 エ ア 導 入 口 １ １ は 外 筒 部 ３ の 内 壁 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
該 外 筒 部 ３ は 、 内 視 鏡 Ａ に 沿 っ て 延 設 さ れ た チ ュ ー ブ １ ２ の 先 端 が 接 続 さ れ る チ ュ ー ブ 接
続 部 １ ３ を 備 え 、 該 チ ュ ー ブ 接 続 部 １ ３ は 前 記 エ ア 導 入 口 １ １ に 連 通 し て い る 。 該 チ ュ ー
ブ １ ２ の 基 端 部 に は コ ネ ク タ １ ４ が 設 け ら れ て お り 、 該 コ ネ ク タ １ ４ に は エ ア 圧 送 手 段 で
あ る シ リ ン ジ Ｃ が 接 続 さ れ る 。 該 シ リ ン ジ Ｃ の 操 作 に よ っ て チ ュ ー ブ １ ２ を 介 し て 圧 送 さ
れ た 所 定 量 の エ ア が 、 エ ア 導 入 口 １ １ を 介 し て シ リ ン ダ 部 ９ に 導 入 さ れ 、 こ の と き の エ ア
圧 に よ り ピ ス ト ン 部 材 １ ０ が 前 進 す る よ う に な っ て い る 。 前 記 チ ュ ー ブ １ ２ 及 び 前 記 エ ア
導 入 口 １ １ は 本 発 明 に お け る 第 １ エ ア 流 路 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 該 シ リ ン ダ 部 ９ の 後 端 部 に は 、 該 シ リ ン ダ 部 ９ か ら エ ア を 導 出 す る エ ア 導 出 口 １ ５
が 設 け ら れ て い る 。 該 エ ア 導 出 口 １ ５ は 内 筒 部 ２ の 内 壁 に 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 該 エ ア
導 出 口 １ ５ に 連 通 し て 該 内 筒 部 ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 び る 導 通 孔 １ ６ が 形 成 さ れ て い る
。 該 導 通 孔 １ ６ の 先 端 は 、 前 記 環 状 溝 ６ の 底 部 に 開 口 形 成 さ れ た エ ア 排 出 口 １ ７ に 連 通 し
て い る 。 前 記 エ ア 導 出 口 １ ５ 及 び 前 記 導 通 孔 １ ６ は 本 発 明 に お け る 第 ２ エ ア 流 路 を 構 成 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 に よ る 結 紮 治 療 具 １ の 作 動 を 説 明 す る 。 内 視 鏡 Ａ は 患 者 の 体 腔 内 に 導 入
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さ れ 、 先 ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ Ｂ １ が 前 記 環 状 溝 ６ に 嵌 合 し
た 状 態 で 、 図 示 し な い 静 脈 瘤 が 内 筒 部 ２ 内 に 吸 引 さ れ る 。 結 紮 リ ン グ Ｂ １ が 前 記 環 状 溝 ６
に 嵌 合 し て い る こ と に よ り 、 前 記 エ ア 排 出 口 １ ７ は 閉 塞 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 い で 、 図 １ を 参 照 す れ ば 、 前 記 シ リ ン ジ Ｃ に よ っ て 所 定 量 の エ ア を シ リ ン ダ 部 ９ に 圧 送
す る 。 こ れ に よ り 、 前 記 ピ ス ト ン 部 材 １ ０ が 前 進 し 、 そ の 押 圧 力 に よ っ て 各 結 紮 リ ン グ Ｂ
が 押 し 送 り さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ Ｂ １ に 隣
接 す る 後 続 の 結 紮 リ ン グ Ｂ ２ が 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ Ｂ １ を 後 押 し し 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ
Ｂ １ が 環 状 溝 ６ か ら 脱 離 す る 。 結 紮 リ ン グ Ｂ １ が 環 状 溝 ６ か ら 離 脱 す る こ と に よ っ て 、 該
環 状 溝 ６ の 底 部 に 形 成 さ れ て い る エ ア 排 出 口 １ ７ が 開 放 さ れ る 。 エ ア 排 出 口 １ ７ が 開 放 さ
れ た と き 、 シ リ ン ダ 部 ９ 内 の エ ア が 前 記 エ ア 導 出 口 １ ５ 及 び 導 通 孔 １ ６ を 経 て エ ア 排 出 口
１ ７ か ら 放 出 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 シ リ ン ジ Ｃ の エ ア が 抜 け き っ て エ ア 圧 が 急 激 に 低 下
し 、 ピ ス ト ン 部 材 １ ０ の 前 進 が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
一 方 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 環 状 溝 ６ か ら 脱 離 し た 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ Ｂ １ は 、 弾 発
的 に 自 己 縮 径 し つ つ 前 記 テ ー パ 部 ８ を 経 て 内 筒 部 ２ の 先 端 か ら 脱 離 し 、 図 示 し な い 静 脈 瘤
を 結 紮 す る 。 他 方 、 後 続 の 結 紮 リ ン グ Ｂ ２ は 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ Ｂ １ が 環 状 溝 ６ か ら 脱
離 し た こ と に よ っ て 前 方 か ら の 規 制 が 無 く な り 、 ピ ス ト ン 部 材 １ ０ の 押 圧 力 に よ る こ と な
く 、 前 記 案 内 傾 斜 ７ の 案 内 に よ っ て 弾 発 的 に 自 己 縮 径 し て 環 状 溝 ６ に 嵌 合 す る 。 こ の よ う
に 、 施 術 者 の 熟 練 に よ る こ と な く 、 一 回 の シ リ ン ジ Ｃ 操 作 で 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ Ｂ １ の
み を 確 実 に 内 筒 部 ２ か ら 脱 離 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ し て 、 続 け て 他 の 静 脈 瘤 の 結 紮 治 療 を 行 な う 場 合 に は 、 内 視 鏡 Ａ を 患 者 の 体 腔 内 に 導 入
し た ま ま 、 他 の 静 脈 瘤 を 内 筒 部 ２ 内 に 吸 引 し 、 前 記 シ リ ン ジ Ｃ に よ る 所 定 量 の エ ア の 圧 送
操 作 を 行 な う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 チ ュ ー ブ １ ２ 及 び 前 記 エ ア 導 入 口 １ １ に よ り 本 発 明 の
第 １ エ ア 流 路 を 構 成 し 、 前 記 エ ア 導 出 口 １ ５ 及 び 前 記 導 通 孔 １ ６ に よ り 本 発 明 の 第 ２ エ ア
流 路 を 構 成 し た も の を 示 し た が 、 そ れ 以 外 に 、 第 ２ エ ア 流 路 を 図 ３ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示
す 構 成 を 採 用 し て も よ い 。 な お 、 前 述 し た 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た も と 同 様 の 部 分 に つ
い て は 、 図 中 同 じ 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。 即 ち 、 該 結 紮 治 療 具 ２ ０ は 、 図 ３ に
示 す よ う に 、 エ ア 導 入 口 １ １ に 連 通 す る チ ュ ー ブ 接 続 部 １ ３ に 接 続 さ れ た 第 １ の チ ュ ー ブ
２ １ か ら 分 岐 す る 第 ２ の チ ュ ー ブ ２ ２ を 備 え て い る 。 該 第 ２ の チ ュ ー ブ ２ ２ は 、 そ の 先 端
が 内 筒 部 ２ に 挿 通 さ れ て 導 通 孔 １ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の チ ュ ー ブ ２ ２ の 分 岐
位 置 に は 切 換 え 弁 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 該 切 換 え 弁 ２ ３ は 、 所 謂 三 方 活 栓 等 が 採 用 さ れ
、 第 １ の チ ュ ー ブ ２ １ と 第 ２ の チ ュ ー ブ ２ ２ と を 導 通 状 態 と し 、 切 換 え 操 作 に よ っ て 第 ２
の チ ュ ー ブ ２ ２ へ の エ ア の 流 動 を 停 止 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 例 え ば 、 該 結 紮 治 療 具 ２ ０ の 使 い 始 め 等 に 最 前 部 の 結 紮 リ ン
グ Ｂ １ が 環 状 溝 ６ に 嵌 合 さ れ て い な い と き に は 、 切 換 え 弁 ２ ３ を 操 作 し て 第 １ の チ ュ ー ブ
２ １ か ら の み エ ア を 流 動 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 シ リ ン ダ 部 ９ へ エ ア を 圧 送 し て ピ ス ト ン
部 材 １ ０ を 前 進 さ せ る こ と が で き 、 最 前 部 の 結 紮 リ ン グ Ｂ １ を 環 状 溝 ６ に 嵌 合 さ せ る こ と
が で き る 。 そ し て 、 結 紮 治 療 の 際 に は 、 前 記 切 換 え 弁 ２ ３ に よ り 、 第 １ の チ ュ ー ブ ２ １ と
第 ２ の チ ュ ー ブ ２ ２ と を 導 通 状 態 （ 図 示 す る 状 態 ） と し て お く こ と に よ り 、 前 述 し た 結 紮
治 療 具 １ と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 結 紮 治 療 具 を 示 す 説 明 的 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 結 紮 治 療 具 の 作 動 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ３ 】 他 の 実 施 形 態 の 結 紮 治 療 具 の 要 部 を 示 す 説 明 的 断 面 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 結 紮 治 療 具 を 示 す 説 明 的 断 面 図 。
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【 符 号 の 説 明 】
Ａ … 内 視 鏡 、 Ｂ ， Ｂ １ ， Ｂ ２ ， Ｂ ３ … 結 紮 リ ン グ 、 Ｃ … シ リ ン ジ （ エ ア 圧 送 手 段 ） 、 １ ，
２ ０ … 結 紮 治 療 具 、 ２ … 内 筒 部 、 ３ … 外 筒 部 、 ６ … 環 状 溝 、 ９ … シ リ ン ダ 部 、 １ ０ … ピ ス
ト ン 部 材 、 １ １ … エ ア 導 入 口 （ 第 １ エ ア 流 路 ） 、 １ ２ … チ ュ ー ブ （ 第 １ エ ア 流 路 ） 、 １ ５
… エ ア 導 出 口 （ 第 ２ エ ア 流 路 ） 、 １ ６ … 導 通 孔 （ 第 ２ エ ア 流 路 ） 、 １ ７ … エ ア 排 出 口 、 ２
１ … 第 １ の チ ュ ー ブ （ 第 １ エ ア 流 路 ） 、 ２ ２ … 第 ２ の チ ュ ー ブ （ 第 ２ エ ア 流 路 ） 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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解决的问题：保持多个结扎环并在多个位置快速进行静脉曲张的结扎处
理，并确保将结扎环与内部管状部分的尖端一一分开。 提供成分。 解决
方案：多个结扎环B排列并固定在由内圆柱部分2和外圆柱部分3形成的圆
柱部分9中。 圆筒部9设置有用于推出每个结扎环B的活塞构件10。 在气
缸部（9）上设有用于抽气的抽气装置（C）。 在内筒部（2）的前端设
有用于保持最前的结扎环（B）的环状槽（6）。 在环形槽6的底部设有
空气出口17。 当将结扎环B从环形槽6上拆下时，排气口17将气缸部9内
的空气排出，并使活塞构件10停止。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/0c68394e-63e2-47ad-8e06-51a1c809b23b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/031944170/publication/JP2004081376A?q=JP2004081376A

